
三
年
目
の

号
外
新

聞
作
り

青
山
学
院

中
等
部

林

謙
二



二
〇
二
二
年
度

二
年

国
語

「平
家
物
語
新
聞
」

教
科
書(

光
村)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
面
か
ら

産
経
新
聞
社
「か
ん
た
ん
号
外
く
ん
」を
使
っ
て

号
外
新
聞
を
作
成
す
る
。



二
〇
二
二
年
度

二
年

国
語

「平
家
物
語
新
聞
」

教
科
書(

光
村)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
面
か
ら

産
経
新
聞
社
「か
ん
た
ん
号
外
く
ん
」を
使
っ
て

号
外
新
聞
を
作
成
す
る
。





二
〇
二
三
年
度

一
年

国
語

「角
川
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク

竹
取
物
語
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
は
冒
頭
の
「か
ぐ
や
姫
の
誕

生
」の
場
面
と
「車
持
皇
子
が
蓬
莱
の
玉
の
枝
を

と
っ
て
き
た
作
り
話
」を
語
る
場
面
が
掲
載
。

そ
の
他
の
場
面
に
焦
点
を
当
て
て
号
外
新
聞
を
作

る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。



二
〇
二
三
年
度

一
年

国
語

「角
川
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク

竹
取
物
語
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成



二
〇
二
三
年
度

一
年

国
語

「角
川
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク

竹
取
物
語
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成



二
〇
二
三
年
度

一
年

国
語

「角
川
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク

竹
取
物
語
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

１ 教科書p.196～211のうち、一場面を選ぶ。

２ その場面を簡潔に説明するリード文を176文字以内でまとめる。

※Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

３．その場面の詳しいことや自分がどう思ったか、登場人物の人物像、作

者太宰治の思いなどを本文にして、624文字以内にまとめること。

※同じく、Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

４．主見出し（7～10字）・そで見出し1（7～8字）・そで見出し2（7～10

字）を考える。

注意点 ①記事の内容がわかるような見出しにする。

②魅力的な見出しにするが、うそを書いてはいけない。

③同じ単語が重ならないようにするとよい。

５．貼り付ける画像を選ぶ。その際、著作権に注意すること。

基本的には「フリー素材」もしくは自分の作品から選ぶこと。

――――― ここまでを事前に準備すること ―――――



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

１ 教科書p.196～211のうち、一場面を選ぶ。

２ その場面を簡潔に説明するリード文を176文字以内でまとめる。

※Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

３．その場面の詳しいことや自分がどう思ったか、登場人物の人物像、作

者太宰治の思いなどを本文にして、624文字以内にまとめること。

※同じく、Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

４．主見出し（7～10字）・そで見出し1（7～8字）・そで見出し2（7～10

字）を考える。

注意点 ①記事の内容がわかるような見出しにする。

②魅力的な見出しにするが、うそを書いてはいけない。

③同じ単語が重ならないようにするとよい。

５．貼り付ける画像を選ぶ。その際、著作権に注意すること。

基本的には「フリー素材」もしくは自分の作品から選ぶこと。

――――― ここまでを事前に準備すること ―――――



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

１ 教科書p.196～211のうち、一場面を選ぶ。

２ その場面を簡潔に説明するリード文を176文字以内でまとめる。

※Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

３．その場面の詳しいことや自分がどう思ったか、登場人物の人物像、作

者太宰治の思いなどを本文にして、624文字以内にまとめること。

※同じく、Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

４．主見出し（7～10字）・そで見出し1（7～8字）・そで見出し2（7～10

字）を考える。

注意点 ①記事の内容がわかるような見出しにする。

②魅力的な見出しにするが、うそを書いてはいけない。

③同じ単語が重ならないようにするとよい。

５．貼り付ける画像を選ぶ。その際、著作権に注意すること。

基本的には「フリー素材」もしくは自分の作品から選ぶこと。

――――― ここまでを事前に準備すること ―――――



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

１ 教科書p.196～211のうち、一場面を選ぶ。

２ その場面を簡潔に説明するリード文を176文字以内でまとめる。

※Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

３．その場面の詳しいことや自分がどう思ったか、登場人物の人物像、作

者太宰治の思いなどを本文にして、624文字以内にまとめること。

※同じく、Wordに事前に書いておき、残しておくこと。

４．主見出し（7～10字）・そで見出し1（7～8字）・そで見出し2（7～10

字）を考える。

注意点 ①記事の内容がわかるような見出しにする。

②魅力的な見出しにするが、うそを書いてはいけない。

③同じ単語が重ならないようにするとよい。

５．貼り付ける画像を選ぶ。その際、著作権に注意すること。

基本的には「フリー素材」もしくは自分の作品から選ぶこと。

――――― ここまでを事前に準備すること ―――――



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

――――――――――

６．タブレットで、「学ぼう産経新聞」のサイト

（https://www.sankei.com/nie/）を開き、「かんたん号外くん」

をクリックする。

７．ログインする。 ログインID ao～～～～～ ※パスワードは授

業内で知らせます。

８．上段の「日付」「新聞名」「発行者（例・２Ｄ（1）青山太郎）を入力

する。

９．主見出し・そで見出し1・そで見出し2・画像・リード文・本文を貼り

付けること。

10．画像下の「絵解き（キャプション）」に「どのような画像（場面）か」を

入力する。

11．「作った新聞を確認」をクリックし、「PDFでダウンロード」し、保存

する。

12．保存したデータをteamsに提出すること。



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

・教
科
書
（光
村
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「走
れ
メ
ロ

ス
」か
ら
一
場
面
を
選
び
、
号
外
新
聞
を
作
る
。

「走れメロス」号外新聞づくり

――――――――――

注意

・6～10の作業途中の状態で保存することはできません。授業内

で時間が足りない場合は6からやり直すことになります。

・指定された時間内でのみ、利用・作業すること。

・IDやパスワードを無関係な人に教えないこと。

・他人を傷つける内容や嫌がらせになる内容の記事・写真を掲載

しないこと。

・写真やイラストの著作権に気をつけること。

・授業で指示された内容以外は掲載しないこと。授業担当の先生

の指示に従うこと。

・個人情報の扱いに気をつけること。



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【同
じ
単
語
が

メ
ロ
ス
・メ
ロ
ス
・・・】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【同
じ
単
語
が
・・・
メ
ロ
ス
・メ
ロ
ス
・メ
ロ
ス･･･

】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【同
じ
単
語
が
・・・
走
る
・走
る
・走
る･･･

】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【表
現
の
重
複
？
？
】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【表
現
の
重
複
？
？
】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【う
そ
？
？

正
し
く
な
い
？
？
】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【文
末
が
同
じ
品
詞
・・・】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【文
末
が
違
う
雰
囲
気
】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【文
末
が
違
う
雰
囲
気
】



二
〇
二
四
年
度

二
年

国
語

「走
れ
メ
ロ
ス
」を
読
み
、
号
外
新
聞
を
作
成

【文
末
が
違
う
雰
囲
気
】



生
徒
の
力

見
出
し
に
学
ぶ

短
く
ま
と
め
る

印
象
づ
け
る

こ
と
ば
の
選
び
方

⇓

教
員
の
目
を
開
か
せ
る

評
価
へ
の
気
づ
き

新
聞
作
成

～
「
か
ん
た
ん
号
外
く

ん
」

を
使
っ
て

青
山
学
院

中
等
部

林

謙
二



二
〇
二
五
年
度

三
年
目
の

号
外
新

聞
作
り



二
〇
二
五
年
度

三
年
目
の

号
外
新

聞
作
り

『
形
』
菊
池
寛

東
京
書
籍

新
し
い
国
語

３
年



二
〇
二
五
年
度

三
年
目
の

号
外
新

聞
作
り

『
形
』
菊
池
寛

東
京
書
籍

新
し
い
国
語

３
年

・一
学
期
期
末
試
験
後(

自
宅
学
習
期
間)

の
課
題

「終
業
式
ま
で
に
号
外
新
聞
を
作
り
、

team
s

に
提
出
」



二
〇
二
五
年
度

三
年
目
の

号
外
新

聞
作
り

『
形
』
菊
池
寛

東
京
書
籍

新
し
い
国
語

３
年

・一
学
期
期
末
試
験
後(

自
宅
学
習
期
間)

の
課
題

「終
業
式
ま
で
に
号
外
新
聞
を
作
り
、

team
s

に
提
出
」

す
で
に
二
年
経
験
し
て
い
る
の
で
、
細
か

な
指
示
は
出
さ
な
く
て
も
大
丈
夫
。



『形
』
菊
池
寛

摂
津
半
国
の
主
で
あ
っ
た
松
山
新
介
の
侍
大
将
中
村
新
兵
衛
は
、
五
畿
内
中
国
に
聞
こ
え
た
大
豪
の
士
で

あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
畿
内
を
分
領
し
て
い
た
筒
井
、
松
永
、
荒
木
、
和
田
、
別
所
な
ど
大
名
小
名
の
手
の
者
で
、
「槍
中

村
」を
知
ら
ぬ
者
は
、
恐
ら
く
一
人
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
新
兵
衛
は
そ
の
し
ご
き
出
す
三
間
柄
の

大
身
の
槍
の
矛
先
で
、
先
駆
け
し
ん
が
り
の
功
名
を
重
ね
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
彼
の
武
者
姿
は
戦
場
に
お
い
て
、

水
際
立
っ
た
華
や
か
さ
を
示
し
て
い
た
。
火
の
よ
う
な
猩
々
緋
の
羽
織
を
着
て
、
唐
冠
纓
金
の
か
ぶ
と
を
か
ぶ
っ

た
彼
の
姿
は
、
敵
味
方
の
間
に
、
輝
く
ば
か
り
の
鮮
や
か
さ
を
持
っ
て
い
た
。

「あ
あ
猩
々
緋
よ
唐
冠
よ
。
」と
敵
の
雑
兵
は
、
新
兵
衛
の
槍
先
を
避
け
た
。
味
方
が
崩
れ
立
っ
た
と
き
、
激
浪

の
中
に
立
つ
い
わ
お
の
よ
う
に
敵
勢
を
支
え
て
い
る
猩
々
緋
の
姿
は
、
ど
れ
ほ
ど
味
方
に
と
っ
て
頼
も
し
い
も
の

で
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
嵐
の
よ
う
に
敵
陣
に
殺
到
す
る
と
き
、
そ
の
先
登
に
輝
い
て
い
る
唐
冠
の

か
ぶ
と
は
、
敵
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
脅
威
で
あ
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
槍
中
村
の
猩
々
緋
と
唐
冠
の
か
ぶ
と
は
、
戦
場
の
華
で
あ
り
敵
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り
味
方
に
と
っ

て
は
信
頼
の
的
で
あ
っ
た
。

「新
兵
衛
殿
、
折
り
入
っ
て
お
願
い
が
あ
る
。
」と
、
元
服
し
て
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
ら
し
い
美
男
の
侍
は
、
新
兵

衛
の
前
に
手
を
つ
い
た
。
「何
事
じ
ゃ
、
そ
な
た
と
我
ら
の
間
に
、
さ
よ
う
な
辞
儀
は
い
ら
ぬ
ぞ
。
望
み
と
い
う
を
、

は
よ
う
言
っ
て
み
い
。
」と
育
む
よ
う
な
慈
顔
を
も
っ
て
、
新
兵
衛
は
相
手
を
見
た
。

そ
の
若
い
侍
は
、
新
兵
衛
の
主
君
松
山
新
介
の
側
腹
の
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
、
新
兵
衛
が

守
役
と
し
て
、
我
が
子
の
よ
う
に
慈
し
み
育
て
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

「ほ
か
の
こ
と
で
も
お
り
な
い
。
明
日
は
我
ら
の
初
陣
じ
ゃ
ほ
ど
に
、
な
ん
ぞ
華
々
し
い
手
柄
を
し
て
み
た
い
。
つ

い
て
は
御
身
様
の
猩
々
緋
と
唐
冠
の
か
ぶ
と
を
貸
し
て
た
も
ら
ぬ
か
。
あ
の
羽
織
と
か
ぶ
と
と
を
着
て
、
敵
の
目

を
驚
か
し
て
み
と
う
ご
ざ
る
。
」

「ハ
ハ
ハ
ハ
。
念
も
な
い
こ
と
じ
ゃ
。
」新
兵
衛
は
高
ら
か
に
笑
っ
た
。
新
兵
衛
は
、
相
手
の
子
供
ら
し
い
無
邪
気
な

功
名
心
を
快
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「が
、
申
し
て
お
く
、
あ
の
羽
織
や
か
ぶ
と
は
、
申
さ
ば
中
村
新
兵
衛
の
形
じ
ゃ
わ
。
そ
な
た
が
、
あ
の
品
々
を
身

に
着
け
る
う
え
か
ら
は
、
我
ら
ほ
ど
の
肝
魂
を
持
た
い
で
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
ぞ
。
」と
言
い
な
が
ら
、
新
兵
衛
は

ま
た
高
ら
か
に
笑
っ
た
。

そ
の
明
く
る
日
、
摂
津
平
野
の
一
角
で
、
松
山
勢
は
、
大
和
の
筒
井
順
慶
の
兵
と
し
の
ぎ
を
削
っ
た
。
戦
い
が

始
ま
る
前
、
い
つ
も
の
よ
う
に
猩
々
緋
の
武
者
が
唐
冠
の
か
ぶ
と
を
朝
日
に
輝
か
し
な
が
ら
、
敵
勢
を
尻
目
に

か
け
て
、
大
き
く
輪
乗
り
を
し
た
か
と
思
う
と
、
駒
の
頭
を
立
て
直
し
て
、
一
気
に
敵
陣
に
乗
り
入
っ
た
。

吹
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
敵
陣
の
一
角
が
乱
れ
た
と
こ
ろ
を
、
猩
々
緋
の
武
者
は
槍
を
つ
け
た
か
と
思
う

と
、
早
く
も
三
、
四
人
の
端
武
者
を
、
突
き
伏
せ
て
、
ま
た
悠
々
と
味
方
の
陣
へ
引
き
返
し
た
。

そ
の
日
に
限
っ
て
、
黒
革
縅
の
鎧
を
着
て
、
南
蛮
鉄
の
か
ぶ
と
を
か
ぶ
っ
て
い
た
中
村
新
兵
衛
は
、
会
心
の
微
笑

を
含
み
な
が
ら
、
猩
々
緋
の
武
者
の
華
々
し
い
武
者
ぶ
り
を
眺
め
て
い
た
。
そ
し
て
自
分
の
形
だ
け
す
ら
こ
れ
ほ

ど
の
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
か
な
り
大
き
い
誇
り
を
感
じ
て
い
た
。

彼
は
、
二
番
槍
は
、
自
分
が
合
わ
そ
う
と
思
っ
た
の
で
、
駒
を
乗
り
出
す
と
、
一
文
字
に
敵
陣
に
殺
到
し
た
。

猩
々
緋
の
武
者
の
前
に
は
、
戦
わ
ず
し
て
浮
き
足
立
っ
た
敵
陣
が
、
中
村
新
兵
衛
の
前
に
は
、
び
く
と
も
し
な

か
っ
た
。
そ
の
う
え
に
彼
ら
は
猩
々
緋
の
「槍
中
村
」に
突
き
乱
さ
れ
た
恨
み
を
、
こ
の
黒
革
縅
の
武
者
の
上
に

復
讐
せ
ん
と
し
て
、
た
け
り
立
っ
て
い
た
。

新
兵
衛
は
、
い
つ
も
と
は
、
勝
手
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
い
つ
も
は
虎
に
向
か
っ
て
い
る
羊
の
よ
う

な
お
じ
け
が
、
敵
に
あ
っ
た
。
彼
ら
が
う
ろ
た
え
血
迷
う
と
こ
ろ
を
突
き
伏
せ
る
の
に
、
何
の
造
作
も
な
か
っ
た
。

今
日
は
、
彼
ら
は
対
等
の
戦
い
を
す
る
と
き
の
よ
う
に
、
勇
み
立
っ
て
い
た
。
ど
の
雑
兵
も
ど
の
雑
兵
も
十
二
分

の
力
を
新
兵
衛
に
対
し
発
揮
し
た
。
二
、
三
人
突
き
伏
せ
る
こ
と
さ
え
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
敵
の
槍
の
矛
先
が
、

と
も
す
れ
ば
身
を
か
す
っ
た
。
新
兵
衛
は
必
死
の
力
を
振
る
っ
た
。
平
素
の
二
倍
も
の
力
を
さ
え
振
る
っ
た
。
が
、

彼
は
と
も
す
れ
ば
突
き
負
け
そ
う
に
な
っ
た
。
手
軽
に
か
ぶ
と
や
猩
々
緋
を
貸
し
た
こ
と
を
、
後
悔
す
る
よ
う

な
感
じ
が
頭
の
中
を
か
す
め
た
と
き
で
あ
っ
た
。
敵
の
突
き
出
し
た
槍
が
、
縅
の
裏
を
か
い
て
彼
の
脾
腹
を
貫
い

て
い
た
。
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摂
津
半
国
の
主
で
あ
っ
た
松
山
新
介
の
侍
大
将
中
村
新
兵
衛
は
、
五
畿
内
中
国
に
聞
こ
え
た
大
豪
の
士

で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
畿
内
を
分
領
し
て
い
た
筒
井
、
松
永
、
荒
木
、
和
田
、
別
所
な
ど
大
名
小
名
の
手
の
者
で
、
「
槍
中

村
」
を
知
ら
ぬ
者
は
、
恐
ら
く
一
人
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
新
兵
衛
は
そ
の
し
ご
き
出
す
三
間

柄
の
大
身
の
槍
の
矛
先
で
、
先
駆
け
し
ん
が
り
の
功
名
を
重
ね
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
彼
の
武
者
姿
は
戦
場

に
お
い
て
、
水
際
立
っ
た
華
や
か
さ
を
示
し
て
い
た
。
火
の
よ
う
な
猩
々
緋
の
羽
織
を
着
て
、
唐
冠
纓
金
の
か

ぶ
と
を
か
ぶ
っ
た
彼
の
姿
は
、
敵
味
方
の
間
に
、
輝
く
ば
か
り
の
鮮
や
か
さ
を
持
っ
て
い
た
。

「
あ
あ
猩
々
緋
よ
唐
冠
よ
。
」
と
敵
の
雑
兵
は
、
新
兵
衛
の
槍
先
を
避
け
た
。
味
方
が
崩
れ
立
っ
た
と
き
、

激
浪
の
中
に
立
つ
い
わ
お
の
よ
う
に
敵
勢
を
支
え
て
い
る
猩
々
緋
の
姿
は
、
ど
れ
ほ
ど
味
方
に
と
っ
て
頼
も
し
い

も
の
で
あ
っ
た
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
嵐
の
よ
う
に
敵
陣
に
殺
到
す
る
と
き
、
そ
の
先
登
に
輝
い
て
い
る
唐

冠
の
か
ぶ
と
は
、
敵
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
脅
威
で
あ
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
槍
中
村
の
猩
々
緋
と
唐
冠
の
か
ぶ
と
は
、
戦
場
の
華
で
あ
り
敵
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り
味
方
に

と
っ
て
は
信
頼
の
的
で
あ
っ
た
。

「新
兵
衛
殿
、
折
り
入
っ
て
お
願
い
が
あ
る
。
」と
、
元
服
し
て
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
ら
し
い
美
男
の
侍
は
、
新
兵

衛
の
前
に
手
を
つ
い
た
。
「何
事
じ
ゃ
、
そ
な
た
と
我
ら
の
間
に
、
さ
よ
う
な
辞
儀
は
い
ら
ぬ
ぞ
。
望
み
と
い
う
を
、

は
よ
う
言
っ
て
み
い
。
」と
育
む
よ
う
な
慈
顔
を
も
っ
て
、
新
兵
衛
は
相
手
を
見
た
。

そ
の
若
い
侍
は
、
新
兵
衛
の
主
君
松
山
新
介
の
側
腹
の
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
、
新
兵
衛
が

守
役
と
し
て
、
我
が
子
の
よ
う
に
慈
し
み
育
て
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

「ほ
か
の
こ
と
で
も
お
り
な
い
。
明
日
は
我
ら
の
初
陣
じ
ゃ
ほ
ど
に
、
な
ん
ぞ
華
々
し
い
手
柄
を
し
て
み
た
い
。

つ
い
て
は
御
身
様
の
猩
々
緋
と
唐
冠
の
か
ぶ
と
を
貸
し
て
た
も
ら
ぬ
か
。
あ
の
羽
織
と
か
ぶ
と
と
を
着
て
、

敵
の
目
を
驚
か
し
て
み
と
う
ご
ざ
る
。
」

「ハ
ハ
ハ
ハ
。
念
も
な
い
こ
と
じ
ゃ
。
」新
兵
衛
は
高
ら
か
に
笑
っ
た
。
新
兵
衛
は
、
相
手
の
子
供
ら
し
い
無
邪
気
な

功
名
心
を
快
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「が
、
申
し
て
お
く
、
あ
の
羽
織
や
か
ぶ
と
は
、
申
さ
ば
中
村
新
兵
衛
の
形
じ
ゃ
わ
。
そ
な
た
が
、
あ
の
品
々

を
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に
着
け
る
う
え
か
ら
は
、
我
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ほ
ど
の
肝
魂
を
持
た
い
で
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
ぞ
。
」と
言
い
な
が
ら
、
新
兵

衛
は
ま
た
高
ら
か
に
笑
っ
た
。

そ
の
明
く
る
日
、
摂
津
平
野
の
一
角
で
、
松
山
勢
は
、
大
和
の
筒
井
順
慶
の
兵
と
し
の
ぎ
を
削
っ
た
。
戦
い
が

始
ま
る
前
、
い
つ
も
の
よ
う
に
猩
々
緋
の
武
者
が
唐
冠
の
か
ぶ
と
を
朝
日
に
輝
か
し
な
が
ら
、
敵
勢
を
尻

目
に
か
け
て
、
大
き
く
輪
乗
り
を
し
た
か
と
思
う
と
、
駒
の
頭
を
立
て
直
し
て
、
一
気
に
敵
陣
に
乗
り

入
っ
た
。

吹
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
敵
陣
の
一
角
が
乱
れ
た
と
こ
ろ
を
、
猩
々
緋
の
武
者
は
槍
を
つ
け
た
か
と
思
う

と
、
早
く
も
三
、
四
人
の
端
武
者
を
、
突
き
伏
せ
て
、
ま
た
悠
々
と
味
方
の
陣
へ
引
き
返
し
た
。

そ
の
日
に
限
っ
て
、
黒
革
縅
の
鎧
を
着
て
、
南
蛮
鉄
の
か
ぶ
と
を
か
ぶ
っ
て
い
た
中
村
新
兵
衛
は
、
会
心
の

微
笑
を
含
み
な
が
ら
、
猩
々
緋
の
武
者
の
華
々
し
い
武
者
ぶ
り
を
眺
め
て
い
た
。
そ
し
て
自
分
の
形
だ
け
す

ら
こ
れ
ほ
ど
の
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
か
な
り
大
き
い
誇
り
を
感
じ
て
い
た
。

彼
は
、
二
番
槍
は
、
自
分
が
合
わ
そ
う
と
思
っ
た
の
で
、
駒
を
乗
り
出
す
と
、
一
文
字
に
敵
陣
に
殺
到
し

た
。猩

々
緋
の
武
者
の
前
に
は
、
戦
わ
ず
し
て
浮
き
足
立
っ
た
敵
陣
が
、
中
村
新
兵
衛
の
前
に
は
、
び
く
と
も
し

な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
に
彼
ら
は
猩
々
緋
の
「
槍
中
村
」
に
突
き
乱
さ
れ
た
恨
み
を
、
こ
の
黒
革
縅
の
武

者
の
上
に
復
讐
せ
ん
と
し
て
、
た
け
り
立
っ
て
い
た
。

新
兵
衛
は
、
い
つ
も
と
は
、
勝
手
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
い
つ
も
は
虎
に
向
か
っ
て
い
る
羊
の
よ

う
な
お
じ
け
が
、
敵
に
あ
っ
た
。
彼
ら
が
う
ろ
た
え
血
迷
う
と
こ
ろ
を
突
き
伏
せ
る
の
に
、
何
の
造
作
も
な
か
っ

た
。
今
日
は
、
彼
ら
は
対
等
の
戦
い
を
す
る
と
き
の
よ
う
に
、
勇
み
立
っ
て
い
た
。
ど
の
雑
兵
も
ど
の
雑
兵
も
十

二
分
の
力
を
新
兵
衛
に
対
し
発
揮
し
た
。
二
、
三
人
突
き
伏
せ
る
こ
と
さ
え
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
敵
の
槍
の

矛
先
が
、
と
も
す
れ
ば
身
を
か
す
っ
た
。
新
兵
衛
は
必
死
の
力
を
振
る
っ
た
。
平
素
の
二
倍
も
の
力
を
さ
え

振
る
っ
た
。
が
、
彼
は
と
も
す
れ
ば
突
き
負
け
そ
う
に
な
っ
た
。
手
軽
に
か
ぶ
と
や
猩
々
緋
を
貸
し
た
こ
と

を
、
後
悔
す
る
よ
う
な
感
じ
が
頭
の
中
を
か
す
め
た
と
き
で
あ
っ
た
。
敵
の
突
き
出
し
た
槍
が
、
縅
の
裏
を

か
い
て
彼
の
脾
腹
を
貫
い
て
い
た
。
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出
し
」
か
ら

「
リ
ー
ド
文
」
へ

リ
ー
ド
文
と
は

本
文
に
入
る
前
に
内
容
の
概
略

を
伝
え
、
理
解
を
助
け
る
た
め
の

文
章
。

（
Ａ
Ｉ
に
よ
る
）
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「
見
出
し
」
か
ら

「
リ
ー
ド
文
」
へ

リ
ー
ド
文
と
は

本
文
に
入
る
前
に
内
容
の
概
略

を
伝
え
、
理
解
を
助
け
る
た
め
の

文
章
。

（
Ａ
Ｉ
に
よ
る
）

＝
要
約
・
あ
ら
す
じ

の
練
習
に
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